
5

Ⅱ 奈良県の高齢化の特徴
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奈良県の高齢化の特徴１ ベッドタウンとして転入してきた層を中心に高齢化が進む。奈良県は、昭和 40 年代頃から大阪や京都のベッドタウンとして発展してきました。団塊の世代を核としたベッドタウンに転入してきた世代がこれから一斉に高齢期を迎えます。

２ 高齢化率が全国平均よりもこれまでは低く、今後は高くなる。奈良県の高齢化率は、これまで全国平均より低い状態が続いてきましたが、平成
20 年に肩を並べ、平成 21 年には逆転しました。今後は、奈良県の高齢化率が全国平均を上回る状態が続く見込みです。高齢者人口割合 （高 齢 化 率） の 推 移

16.616.616.616.6 23.723.723.723.7 28.728.728.728.7 31.631.631.631.6 33.233.233.233.2 34.834.834.834.8 36.836.836.836.8
19.919.919.919.911.611.611.611.6 13.913.913.913.912.0 14.5 17.3 20.1 23.1 26.9 29.2 30.5 31.8 33.7

10.015.020.025.030.035.040.0

2年 7年 12年 17年 22年 27年 32年 37年 42年 47年平成

（％）
奈良県全国　
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３ 年少者人口よりも生産年齢人口の方が全国平均よりも減少する。高齢化率の上昇に相反して、年少者人口と生産年齢人口の全人口に占める割合は低下しますが、奈良県においては、年少者人口よりも生産年齢人口の方がより大きく減少していく見込みです。 生産年齢人口割合 の 推 移68.468.468.468.4 63.263.263.263.2 59.859.859.859.8 58.058.058.058.0 57.157.157.157.1 55.855.855.855.8 54.154.154.154.1
66.066.066.066.069.769.769.769.7 69.869.869.869.869.5 69.4 67.9 65.8 63.9 61.2 60.0 59.5 58.5 56.850.055.060.065.070.075.0

2年 7年 12年 17年 22年 27年 32年 37年 42年 47年平成

（％）
奈良県全国　

年少者人口割合 の 推 移
14.814.814.814.8 12.812.812.812.8 11.511.511.511.5 10.410.410.410.4 9.79.79.79.7 9.49.49.49.4 9.19.19.19.1

13.913.913.913.918.618.618.618.6 16.216.216.216.218.2 15.9 14.6 13.7 13.0 11.8 10.8 10.0 9.7 9.58.010.012.014.016.018.020.0

2年 7年 12年 17年 22年 27年 32年 37年 42年 47年平成

（％）
奈良県全国　
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４ 高齢者人口の増加とともに、高齢者の１人暮らしや高齢者夫婦だけの世帯が増える。平成 17年を基準にみると、20年後（平成 37年）には、高齢者単独世帯は 2.13倍、高齢者夫婦世帯は 1.40倍となる見込みです。

５ 平野部、ニュータウン、中山間・山間地域など生活環境など特性が異なる地域がある。奈良県には、旧市街地、平野部の住宅と田畑が混在する地域、ニュータウン、中山間・山間地域などの地域があり、異なる特性を有しています。出典：高齢者人口（65歳以上）平成 2 - 17年 国勢調査平成 22 年 第 4期介護保険事業支援計画における推計平成 27 - 47年 『日本の都道府県別将来推計人口』（平成 19年 5月推計・国立社会保障・人口問題研究所）生産年齢人口（15歳-64歳）・年少者人口（14歳以下）平成 2 - 17年 国勢調査平成 22 - 47年 日本の都道府県別将来推計人口（平成 19年 5月推計／国立社会保障・人口問題研究所）高齢者単独世帯・高齢者夫婦世帯日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）（平成 17年 8月推計／国立社会保障・人口問題研究所）
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